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 趙旭峰君提出の論文「Studies on Extended Cumulative 
































































 第５章では、予防保全方策として、Maintenance First 
(MF) とMaintenance Last (ML)の2つの方法を紹介してい
る。MFはこれまでの研究で広く議論された手法であり、ML
は時間、損傷レベル、ショック回数のどちらか遅い方で予
防保全を講じる新しい手法である。最適問題を導くために、
ショック回数に対する時間、時間に対する損傷レベルとシ
ョック回数など、MLの最適方策が求められている。さらに、
MLとMFの比較を解析また数値的に行った結果、予防保全の
費用に比べて故障後の費用があるレベルよりも高い場合
にはMF、逆の場合には、MLを採用すべきであるという興味
深い結果が得られている。 
 第６章では、データベースシステムにおいて、ガーベジ
コレクションが非定常ポアソン過程に従って発生し、小
(Minor)、永久保有(Tenuring)、大(Major)の３種の収集に
分類されるとしている。すなわち、小収集はガーベジコレ
クションが始まるとき、永久保有収集は一定時間または残
りのガーベジがあるレベルを超えたとき、大収集は一定時
間またはある収集回数で実施されるとする。そのとき、期
待費用を最小にするいくつかの最適ガーベジコレクショ
ン方策が種々議論されている。 
 最後に、第７章では、この学位論文で得られた結果をま
とめ、今後の研究課題と方針を与えている。 
 以上のように、本論文は累積損傷モデルを補正、拡張し、
ガーベジコレクションに応用し、いくつかのコレクション
方式を提案し、それらの最適方策を議論している。したが
って、この論文は、学術上のみならず応用上においても価
値があり、寄与するところが大きい。よって、本論文提出
者趙旭峰君は、博士（経営情報科学）の学位を受けるのに
十分な資格を有するものと判定した。 
(受理 平成25年3月19日) 
